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2023 年 5 月 18 日 

デジタルアーツ株式会社 

PRESS RELEASE 

デジタルアーツ、10 月にトータルファイルセキュリティソリューション「f-FILTER」発売 

～重要情報を外部に漏えいさせない、安全なファイルの受け渡しを実現～ 
 

情報セキュリティメーカーのデジタルアーツ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：道具 登志夫、以下 デジタル

アーツ、証券コード 2326）は、重要情報を外部に漏えいさせない仕組みで、安全なファイルの受け渡しができるトータルファイルセ

キュリティソリューション「f-FILTER（エフ フィルター）」を 2023 年 10 月に提供開始することを発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

重要情報の受け渡しが容易になった一方、情報漏えいインシデントは後を絶たない 

紙媒体のデジタル化が進んだことで、個人情報や営業秘密、技術情報などさまざまな重要情報を電子ファイルで扱うようにな

り、ファイルの取り扱いはより便利になっています。ファイルの受け渡しについても、電子メールだけでなく、クラウドストレージサー

ビスやビジネスチャットなどの利用が進んでいます。 

 

重要情報の受け渡しが容易になった一方で、「重要情報ファイルと気付かず外部に渡してしまう」、「退職時に重要情報ファイル

を自身のプライベートメールアドレスに送信し、内部情報を持ち出す」、「クラウドストレージサービスの公開範囲の設定ミスで個人

情報が公開状態」などの情報漏えいインシデントは後を絶ちません。また、悪意のある第三者がクラウドストレージのアカウントを

乗っ取り、重要情報ファイルを窃取するサイバーリスクも増加傾向にあります。このようなセキュリティリスクへの対策として、DLP

（Data Loss Prevention）の活用など、システムで重要情報を外部に漏えいさせない仕組みづくりをすることが重要です。 

 

ファイルの重要情報を判別するには、「システム」と「人の目」が必要 

これまでデジタルアーツは、「i-FILTER」、「m-FILTER」、「FinalCode」と Web、メール、ファイルのセキュリティ製品を提供してまい

りました。クラウド版の Web セキュリティ製品「i-FILTER@Cloud」は、CASB（Cloud Access Security Broker）の 4 つの要件である

「可視化」、「制御」、「脅威防御」、「データセキュリティ」に対応した機能を提供しており、さらなる機能強化としてファイルの重要情

報を判別する DLP 機能を搭載することを検討していました。しかし、企業・団体によって重要情報の定義は異なり、DLP 導入にお

いて重要情報の定義から漏れてしまうことが課題となるケースがあります。デジタルアーツでは、この課題を解決するためには「人

が確認して判別すること」が必要であると判断し、システム的に判定された結果と掛け合わせることによって、確実にファイルの重

要情報を判別することができると考えました。 

 

また、クラウド版のメールセキュリティ製品「m-FILTER@Cloud」においても、PPAP（ファイルをパスワード付き ZIP ファイルにして

メールで送付し、パスワードを別送するファイルのやり取り）対策として、クラウドストレージを活用したファイル転送のニーズが高ま

っている中、「添付ファイルの重要情報の判別ができない」などの課題を解消していきたいと検討しておりました。加えて、同製品

にファイル受け渡しの機能も組み合せることで利便性の向上も実現したいと考えておりました。 

 

重要情報を外部に漏えいさせず、安全なファイルの受け渡しを実現する「f-FILTER」 

これらの課題を解決するため、デジタルアーツは 2023 年 10 月に重要情報を外部に漏えいさせず、安全なファイルの受け渡し

を実現するトータルファイルセキュリティソリューション「f-FILTER」を発売します。製品名は、外部に渡して良い「ファイル」を確実に

「判別する」というコンセプトから「f-FILTER」としました。「f-FILTER」は、単体利用の他に、「i-FILTER@Cloud」と組み合わせること

で独自の DLP ソリューション、「m-FILTER@Cloud」との組み合わせで独自の PPAP 対策ソリューションとして活用することが可能

です。価格は 2023 年 8 月に発表する予定です。 
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「f-FILTER」の情報漏えい対策機能とファイル受け渡し機能 

「f-FILTER」は、「DLP 機能」、「ファイル判定機能」、「上長承認機能」、「アンチウイルス機能」、「ファイル閲覧権限管理機能」の

5 つの情報漏えい対策機能と、「ファイル転送機能」を搭載しています。 

 

DLP 機能 海外製の製品だと判定が難しい日本国内特有のデータや日本語の判定精度が高い独自の

定義による重要情報の判定を行います。お客様独自の重要情報の定義設定も可能です。 

ファイル判定機能 外部に公開して問題ないファイルの情報や送付したことのある宛先情報、タグに記載されて

いる情報を判定し、ファイルの外部提供可否をスコアリングします。 

上長承認機能 ファイルの外部転送を行う際にワークフローで上長承認された場合に転送が完了します。

「DLP 機能」や「ファイル判定機能」は、データベース登録情報に基づく判定となるため、最終

的な確認において、「人の目」を介在させることで、データベース未登録の重要情報も漏えい

しません。外部とファイル受け渡しを行う際に上長承認を求める業務フローにも対応が可能

です。 

アンチウイルス機能 外部転送するファイルのウイルスチェックを行うことで、安全な状態のファイルのみ転送でき

ます。外部から受け取るファイルについてもマルウェア判定が可能です。 

ファイル閲覧権限管理機能 外部に転送されたファイルを閲覧・ダウンロードできるユーザーをメールアドレスで指定し、指

定外のユーザーによるファイル閲覧・ダウンロードを防止します。開封ログをリアルタイムで

確認でき、あとからファイル閲覧権限を変更することも可能です。 

ファイル転送機能 デジタルアーツのオリジナルストレージにファイルをアップロードし、ファイルの受け渡しがで

きます。大容量ファイルの転送や、相手からのファイルの受領も可能です。 

 

 

デジタルアーツ製品との連携 

 「f-FILTER」は、「i-FILTER@Cloud」や「m-FILTER@Cloud」、クラウドサービスの認証や ID 管理を実現する IDaaS（IDentity as a 

Service）製品「StartIn」といったデジタルアーツ製品とシームレスに連携することが可能です。また、「i-FILTER@Cloud」、「m-

FILTER@Cloud」をご利用中のお客様につきましては安価なセット価格で提供することも検討しております。 

 

「i-FILTER@Cloud」連携 他社クラウドストレージサービスへのファイルアップロードを検知し、「f-FILTER」にて DLP 検査、

上長承認を行うことができます。既に提供している「i-FILTER@Cloud」の CASB 機能とあわせて

使うことでより強固なネットワーク DLP を実現できます。 

「m-FILTER@Cloud」連携 メールに添付したファイルを自動で「f-FILTER」にアップロードし、上長承認、ウイルス判定するこ

とが可能です。昨今話題の「PPAP 対策」としても活用できます。 

「StartIn」連携 クラウドストレージサービスの課題として挙げられる「アカウントの漏えいや乗っ取り」が万が一あ

った場合にも、「位置情報認証」、「第三者認証」、「定期認証」などの多要素認証により安全な ID

管理を実現します。 
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クライアント端末のファイル保護機能も搭載し、「トータルファイルセキュリティソリューション」へ                                                                 

将来的には、IRM（Information Rights Management）によるファイル制御、ファイル暗号化ができるファイルセキュリティ製品

「FinalCode」との統合や、さらなるファイルセキュリティ機能強化を行い、ファイルを取り巻くすべてのセキュリティリスクを排除でき

る製品として「f-FILTER」を展開していくことを目指します。「トータルファイルセキュリティソリューション」という独自のサービスとし

て、お客様のファイルの受け渡しにおけるセキュリティ対策、利便性向上に寄与します。 

 

「f-FILTER」のオンラインセミナーを 6月 27日（火）に開催                                                                 

【10 月提供開始！】重要情報の漏えいを防止し安全なファイルの受け渡しを実現するトータルファイルセキュリティソリューション

「f-FILTER」とは？ 

電子ファイルの普及により情報を便利に授受できるようになり、ファイル授受の方法も電子メールやクラウドストレージサービス、

ビジネスチャットなど多様化しています。 一方で重要情報が含まれたファイルの誤送信・退職時の不正持ち出しなど、情報漏えい

のリスクは増加しており、システムで重要情報を外部に漏えいさせない仕組みづくりをすることも重要です。 

本セミナーでは、2023 年 10 月に提供開始するトータルファイルセキュリティソリューション「f-FILTER（エフ フィルター）」で実現す

る、重要ファイルを安全に共有する方法をご紹介します。海外製品との差別化ポイントや日本語対応可能な「DLP 機能」、「ファイ

ル判定機能」、「ファイル閲覧権限管理機能」について解説します。既存製品の「m-FILTER@Cloud」や「i-FILTER@Cloud」との連携

機能についてもご紹介します。 

 

・日時：6 月 27 日（火） 15:00～15:40 

・お申し込み方法：お申し込みフォームに必要事項をご入力ください。 [参加費：無料] 

・お申し込みはこちら https://mktg.daj.jp/public/seminar/view/7493 

 

■「f-FILTER」 

「f-FILTER」は、トータルファイルセキュリティソリューションです。重要情報を外部に漏えいさせない仕組みで、安全なファイルの受

け渡しを実現します。 

 

安全なファイルの受け渡しを実現するトータルファイルセキュリティ製品「f-FILTER」のブローシャ 
 

 

デジタルアーツ株式会社 概要 

Web、メール、ファイルなどのセキュリティソフトウェアの提供を核に事業展開する情報セキュリティメーカーです。 

1995 年の創業以来、「より便利な、より快適な、より安全なインターネットライフに貢献していく」を企業理念とし、有害情報の閲覧を制限する 

Web フィルタリングソフトを開発、以来企業・公共・家庭向けに情報セキュリティ製品を提供しております。 

東京都千代田区大手町 1-5-1 大手町ファーストスクエア ウエストタワー14F ▶URL: https://www.daj.jp/ 

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 

デジタルアーツ株式会社 広報課 石井   TEL  : 080-8750-0425 / E-mail : press@daj.co.jp 

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務実施中のため、お電話でのお問い合わせは上記とさせていただきます 
 
※ デジタルアーツ、DIGITAL ARTS、i-FILTER、i-FILTER Anti-Virus & Sandbox、i-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox、i-FILTER@Cloud D アラート発信レポ

ートサービス、info board、Active Rating System、D-SPA、Anti-Virus & Sandbox for D-SPA、NET FILTER、SP-Cache、White Web、ZBRAIN、クレデンシャル

プロテクション、ホワイト運用、m-FILTER、m-FILTER MailFilter、m-FILTER Archive、m-FILTER Anti-Spam、m-FILTER Anti-Virus & Sandbox、m-
FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox、m-FILTER@Cloud D アラート発信レポートサービス、m-FILTER File Scan、Mail Detox、m-FILTER EdgeMTA、
EdgeMTA、FinalCode、i-フィルター、DigitalArts@Cloud、Desk@Cloud、Desk、Desk Event、f-FILTER、D アラートおよび D コンテンツその他の弊社・弊社製品

関連の各種名称・ロゴ・アイコン・デザイン等はデジタルアーツ株式会社の登録商標または商標です。 
※ その他、上に記載された会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

https://mktg.daj.jp/public/seminar/view/7493
https://download.daj.co.jp/temp2/?name=handbill_fF.pdf
https://www.daj.jp/
mailto:press@daj.co.jp

